
病名：脊椎側弯症 術式：脊椎側彎延長・伸展術 主治医：　　　　　　　　　　　 担当看護師：　　　　　　　　　　　

入院日（　　/　　） 術後１～２日目 術後３～５日目 術後６日目～退院日（　　/　　）

手術、麻酔について理解できる 術前準備が順調に進み、手術に臨むことができる 手術の合併症がない 手術の合併症がない

手術を受ける準備ができる 痛みのコントロールができる 痛みのコントロールができる

点滴と抗生剤の治療を確実に受けることができる 退院後の生活がわかる

全身状態を観察します （手術前） （手術後）

（検温・血圧測定・皮膚状態） 朝一番に体温や血圧を測ります 手術室で点滴と 必ずお部屋でお待ちください ＊ガーゼ除去日は　　　　　の予定です

　　：　　頃浣腸をします おしっこの管が入ります 痛みがある場合は

シャワー浴後 お薬使用前にトイレに行きます ＊術後，暴れたり 痛み止めを使用します 　
足に名前を書きます。 手術衣に着替えます 　点滴を抜きそうな様子が 主治医の指示で退院が決まります

　　：　　お薬を（飲み・肛門より入れ）ます　ある場合は抑制を 退院の時間は午前中です

　　：　　手術室へ行きます 　させていただくことがあります 退院時処方がある場合があります

＊薬使用後，吐いたり 会計ができるまでお部屋でお待ちください

顔色が悪くなった時はすぐに 鎮痛剤，抗生剤，胃薬など ＊退院の日程は病状により 　
看護師へお知らせ下さい を定期的に点滴します 　点滴を継続することがあります 変更になることがあります

お子様の年齢に合った食事を （手術前） （手術後）

お出しします。 食事・おやつ　　：　　まで 麻酔科指示まで絶食 お子様の年齢に合った食事を

＊アレルギー等あれば 水分　　：　　まで 水分は　　：　　から開始です お出しします。

お知らせ下さい。 （お茶・水・ポカリのみ） 初回飲水時は必ず

以後、食べたり飲んだり出来ません 看護師を呼んでください

看護師確認後，水・お茶・

ポカリを30～100mlを飲みます

30分後吐いたり気分不良が

なければ食事開始します

病棟内自由です 眠るお薬を使ったらベッドで安静にし ベッド上安静です 1日目ギャッジ３０°可

プレイルームは使用できません 横になる場合は枕を外してください 完全に起きたら飲水時・ 2日目ギャッジ６０°可

食事時のみギャッジ20°可 痛みの範囲内で端坐位・歩行可

シャワーに入ります なし タオルで全身清拭を行います

ネームバンドを装着します 手術中は３階の家族待合室で 手術終了後，主治医より シャワー浴後 ＜退院後について＞

病棟オリエンテーションを行います お待ちください 手術についての説明が 背中のテープ貼付方法 再来日は主治医と相談します。

麻酔科医の訪問があります ＊病院の外には出ないように あります を説明します。 看護師より退院についての話と，

手術室看護師の訪問があります 　　お願いします 看護師より手術後の （週1回貼り替えです） 書類をお渡しします。

入院診療計画書の説明を行います 説明があります 内服薬は看護師がお渡しします

術前説明を行います ＊以下のような時はお知らせください

転倒転落予防の説明を行います ・強く痛がる時、機嫌が悪い時 ＊ご心配なことがありましたら

＊オムツは術後用に1枚お預かりします ・その他様子がおかしい時 　外来までご連絡ください

　売店でも購入できます。 TEL：092-682-7000（代表）

　　　　　　　　　　地方独立行政法人　福岡市立病院機構　福岡市立こども病院 　小児外科　　　2018年11月1日作成

ご飯を半分以上食べたら点滴を抜きます

３日目～無理のない範囲で歩行可能です

トイレまで歩けたらおしっこの管を抜きます

＊食事がとれなかったりお熱がある場合は

手術当日（　　/　　）

ID　　             　　　　　　　　　　　　　

創部ガーゼ除去後，主治医の許可が出れば，シャワー浴可能です清潔

達成

目標

＊安静度は目安です

回診があります（月水金曜日9：30～）　

治療

おしっこがしっかり出て，

安静度

食事

　身体の調子に合わせて進めていきます

説明

地方独立行政法人　福岡市立病院機構　福岡市立こども病院　　整形・脊椎外科　201８年11月1日作成

入院説明書（患者・ご家族用）

患者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　様

処置

手術後の合併症が起こらず、全身状態が安定する

.        



　
　　

 

 


